
クトルを示す。図３には、応答スペクトルに併せて稀に発
生する地震動の告示スペクトル、および極めて稀に発生す
る地震動の告示スペクトルも示す。想定新東海地震の強震
動波形から得られる応答スペクトルは稀に発生する地震
動の告示スペクトルを全周期領域で上回っており、周期 1
～ 5秒の周期帯域では、極めて稀に発生する地震動の告
示スペクトルも上回っている。合成波形の周期３秒付近に
見られる急峻なピークは、要素地震にも同様のピークを含
むことから、要素地震の影響が合成結果に現れたものと考
えられる。
　今回の検討で得られた波形の計測震度は 5.6 であり、こ
れは中央防災会議(2003)で検討されたこの地域での東海・
東南海連動タイプの計測震度 6弱と一致している。
6. まとめ
　100 年生起確率が高いフィリピン海プレートの沈み込
み帯で発生する巨大地震として想定した新東海地震の強
震動予測を経験的グリーン関数法により行った。ここで得
られた予測結果は、中央防災会議 2) の震度とよく対応す
る結果となった。本研究による検討結果は、三の丸地区で
の耐震改修の基礎資料として用いる予定である。
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名古屋市三の丸地区における耐震改修用の地震動作成
（その２）　想定新東海地震による強震動予測

Strong Motion Prediction for Retrofi t of Buildings in the Sannomaru District of Nagoya City
Part 2: Strong Motion Prediction for the Next Tokai Earthquake

MUTO Takayoshi, MIYAKOSHI Jun’ichi, DAN Kazuo, FUJIKAWA Satoshi,
HAYAKAWA Takashi, SATO Toshiaki, FUKUWA Nobuo, and NAKATA Takeshi

1. はじめに
　本稿（その２）では、名古屋市三の丸地区の耐震改修に
用いる地震動の中で、フィリピン海プレートの沈み込み
帯で発生する巨大地震として想定した新東海地震による
強震動の予測を行った。強震動の計算手法には壇・佐藤 1)

による経験的グリーン関数法を用いた。
2. 巨視的断層モデル
　図１には、想定新東海地震の断層モデルと計算地点であ
る名古屋市三の丸地区を示す。断層モデルには中央防災会
議 2) で提案された東海地震と東南海地震の連動タイプを
用いた。断層モデルは東西２つの断層面からなり、要素断
層の大きさは、西側断層（図中左）では 5.0km× 5.0km、
東断層（図中右）では 5.0km× 4.75kmとした。
3. 微視的断層モデル
　微視的断層パラメータは中央防災会議 2) と同じ考え方
で設定した。アスペリティの位置ならびに破壊開始点につ
いても、同様に中央防災会議に倣った。断層パラメータを
表１に、断層モデルを図１に示す。
4. 要素地震記録
　三の丸地区では地震観測が密に行われており、豊富な記
録が得られているため、強震動の計算には、要素地震記録
を経験的グリーン関数とみなす半経験的波形合成法を用
いた。そのため、小地震観測記録（以下、要素地震記録と
呼ぶ）を選定し、その地震の断層パラメータを決定する必
要がある。図１に三の丸地区で要素地震記録が得られてい
る地震の震央位置を示す。要素地震記録には想定した断層
面との整合性、震源位置、強震動を予測する上での十分な
地震規模などを考慮し、表２に示す要素地震について名古
屋合同庁舎の地表で得られた記録を用いた。なお、要素地
震の断層パラメータの決定は佐藤 3) に準拠した。
5. 強震動予測結果
　図２に合成した強震動波形を示す。(a) には加速度波
形、(b) には速度波形をそれぞれ示す。加速度の最大値は
EW成分で 263cm/s2, 速度の最大値は EW成分で 75cm/s
となった。これは司・翠川 4) の距離減衰から推定される
最大速度 48cm/s とほぼ一致する。主要動の継続時間は
100 秒程度で非常に長く、かつ長周期の後続動を含む波
形となった。
　最も大きい EW成分について、図３に合成波形と要素
地震に用いた記録の減衰 5%擬似速度応答スペクトルを、
図４に免震構造物を想定した減衰 20%擬似速度応答スペ
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断層区分 西断層 東断層
位置（断層原点）
　北緯 33° 09′ 59″ 33° 58′ 13″
　東経 136° 28′ 59″ 137° 54′ 10″
　深さ (km) 4.82 3.50
走向 N50E N40E
傾斜角 15W 20W
すべり方向 逆断層 逆断層
断層面積 (km2) 14,600 8,835
断層総面積 (km2) 23,435
総地震モーメント (dyne-cm) 3.11 × 1028
モーメントマグニチュードMW 8.3
気象庁マグニチュードMJ 8.3
短周期レベル (dyne-cm/s2) 5.64 × 1027

破壊伝播速度 (km/s) 2.7

震源における媒
質のパラメータ

密度 (g/cm3) 2.8

S 波速度 (km/s) 3.8

剪断剛性率
(dyne/cm2) 4.10 × 1011

表１　想定新東海地震の断層パラメータ
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図１　計算地点と想定新東海地震の断層モデルおよび観
測された地震の震央位置

表２　要素地震の断層パラメータ

西断層の要素地震 東断層の要素地震
地震番号 EQ015 EQ020
日 時 2000/10/31 01:42 2001/04/03 23:57

震源位置

(FREESIA5))

東 経 133.4 138.1
北 緯 34.2 35.0

深さ (km) 38 35
M0　(dyne-cm) 1.70 × 1024 8.17 × 1023

Mw 5.42 5.21
応力降下量　(MPa) 41.3 22.2

(a) 加速度波形

(b) 速度波形

図４　EW成分の減衰 20 % 擬似速度応答スペクトル
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図３　EW成分の減衰 5%擬似速度応答スペクトル
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図２　想定新東海地震による名古屋合同庁舎地表での強震

動予測結果


